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① 広報こざがわ１０月号
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除伐作業体験（和歌山大学生） 登録された館内の内装
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高速道路と合わせた
地域の一体的発展に取り組みます
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共同知事要望（平成24年9月5日） すさみ町雫の滝周辺の特に狭い箇所

ご長寿のお祝いに

障害者虐待を防ぎ、早期発見・対応を行うとともに、障害者を

養護する人を支援するため、平成２４年１０月１日より「障害者

虐待防止法（障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等

に関する法律）」が施行されました。

障害者虐待防止法では、虐待を受けたと思われる障害者を発見

した場合、市町村に通報することが義務付けられます。

これに伴い、町では「古座川町障害者虐待防止センター」を設

置しました。障害者が家族、施設などの職員、会社の事業主など

に虐待されているのに気づいた人は、ひとりで抱え込まないです

みやかに役場の担当窓口に通報してください。

≪通報・相談窓口≫

古座川町障害者虐待防止センター

（役場住民福祉課内）℡0735-72-0180

【住民福祉課】

広報こざがわ１０月号 ②

障害者虐待防止センター設置
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秋冬と乾燥が厳しくなるにつれ、風邪やインフルエン

ザが流行し始めます。感染症予防には、適切な予防法・

対処法・咳エチケット等の正しい知識をもって対処する

ことが大切です。

インフルエンザ予防接種は、インフルエンザの流行前

に受けておくと、かかった

場合の重症化防止に有効と

されています。

【住民福祉課】

健康第一

病気にならないために・・・

《予防法・対処法》

・手洗い、うがい

・マスクの着用

・加湿器の使用

・水分補給

(特に子供・高齢者)

・人混みを避ける

・栄養、休息を十分とる

出荷された柚子
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【財政課】

町財政の健全化判断比率等は次のとおりです

【平成23年度一般会計歳入歳出決算状況】



広報こざがわ１０月号⑤

津波警報などが発表されたら、次のとおりサイレン音を防災行政無線で放送
します。
サイレン音を聞いたら、すぐに近くの高台など安全な場所に避難しましょう。

巨
大
地
震
が
起
こ
れ
ば

木
造
住
宅
の
倒
壊

や
家
具
の
転
倒
な
ど
で
大
き
な
被
害
が
出
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
８

割
は
建
物
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
る
圧
死

で
し
た

み
な
さ
ん
家
の
中
で
の
対
策
は
ど
う
で
す

か
？

①
住
宅
の
耐
震
診
断

耐
震
補
強
を
す
る

②
家
具
は
柱
や
壁
な
ど
に
金
具
等
で
固
定
す
る

③
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
を
固
定
す
る

テ
レ
ビ
台
も
可
能
な
限
り
床

壁
に
固
定

④
食
器
棚
な
ど
の
扉
に

開
き
防
止
・
飛
び
出

し
止
を
行
う

⑤
ガ
ラ
ス
製
品

窓

家
具

に
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
を
は
る

⑥
寝
室
や
出
入
り
口
付
近
に
家
具
を
置
か
な
い

ま
た
は

寝
て
い
る
上
に
倒
れ
て
こ
な
い
よ

う
配
置
を
工
夫
す
る

⑦
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
・
対
策
を
す
る

⑧
非
常
食
や
飲
料
水

最
低
3
日
分

を
備
蓄

す
る

　９月12日古座中学校では昨年度に引き続き、避難訓練が

行われ、全校生徒の他、高池下部区民の方々など約40名が

参加しました。　

　地震発生を知らせる警鐘を合図に各自が安全確保を行

い、２分後に裏山の海抜20メートル付近にある傾斜地に避

難しました。生徒が走り出す頃には区民の方々も続々と避

難の列に合流し、5分弱で全員の避難が完了しました。

　

　その後体育館に移動し、校長先生の挨拶の後、消防署長か

ら「家にいるとき、学校にいるとき…と、状況によって避難

のしかたを考えておいてほしい。」などと避難に関する講演

がありました。　

　保護者や地域住民、地域の事業所の方々の参加も相まっ

て、昨年度に比べて参加者数も大幅に増え、学校を拠点にし

た地域ぐるみの防災意識の高まりを感じました。



13

10
10

８月２２日から２９日

までの８日間、玉川大学

農学部生命化学科の学生

５名をインターンシップ

として受け入れました。

学生たちは、潤野集会所と鶴川集会所で自炊しなが

ら、柚子の収穫や柚子加工品の製造、稲刈り、野菜の

収穫などの農業体験をしました。

実習期間中は天候が悪く、内容の変更を余儀なくさ

れましたが学生たちはそれぞれの作業に真剣に取り組

んでいました。

学生の一人は、「有意

義な体験ができ、今後こ

の経験を生かし、生産者

の気持ちを酌んで働く自

分を目指したい。」と感

想を述べていました。

【産業振興課】

秋まつり 旨いもん集合

守り犬の前で竹ぼらふき

刈った稲を束ねて

広報こざがわ１０月号 ⑥

笑顔でお料理
野菜の収穫体験
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玉川大学

インターンシップ

11月18日（日）古座川の秋まつりを開催します。

昨年は、台風12号の被害があまりに大きかったため、や

むなく中止といたしました。今年は２年ぶりであること、

復興後第１回目の秋まつりであることから、例年以上に盛

り上がるよう、新たな試みを模索しています。

そのひとつとして、「若者未来協議会」を立ち上げまし

た。町内に在住または勤務している若者たちに、秋まつり

をより盛り上げるために企画立案していただいています。

みなさまに秋の実りと楽しいひと時を提供できますよう、

一丸となって頑張っていますので、皆様ご指導御協力のほ

どよろしくお願い申し上げます。また、当日は多数のご参

加を心からお待ちしております。 【産業振興課】

秋まつり‐新たな試み‐ 2511
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